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平成２６年度 環境モニタリング計画（案） 
 

１ 水質モニタリング調査計画 

（１）平成２６年度水質モニタリング計画 

①調査地点 

別図１及び別図２のとおり。 

②調査回数及び調査項目 

別表（平成２６年度水質モニタリング計画表）のとおり。 
 

（２）平成２６年度水質モニタリング計画の概要 

 ①周辺地下水・周辺河川・湧水等 

  【見直しの考え方】 

   １）現場の直下（ア－９、ア－１０）や岩手県からの影響を確認する地点（ア－２１、ア

－２３）については、汚染指標項目とするｐＨ、電気伝導率、塩化物イオン及び健康項

目のほう素の調査をこれまでどおり年１２回実施する。また、揮発性有機化合物（ＶＯ

Ｃ）は、周辺ではこれまで不検出又は環境基準値以下が続いていること及び汚染源とな

る廃棄物等の撤去が完了したことから年６→４回と見直して実施する。 
 

   ２）１）の下流側に位置する地点のうち、ア－１１、ア－１３、ア－１９、ア－２２、ア

－２４の汚染指標項目の調査は、上流側で年１２回の調査を実施していることから、年

６→４回と見直して実施する。また、ア－６、ア－１４、ア－１７、ア－３１の汚染指

標項目の調査は、これまでの調査結果から電気伝導率及び塩化物イオンが高い地点であ

ることから、引き続き推移を見るためにこれまでどおり年６回調査を実施する。 

なお、これらの地点のＶＯＣの調査については、これまでの調査でＶＯＣの一部項目

が検出されたことがある地点ではこれまでどおり年４回、不検出の場合は確認のため年

４～６→１回と見直して実施する。また、岩手県側の沢筋ア－２０の地点のＶＯＣ調査

については、これまで不検出であるが、岩手県からの影響を確認するため年６→４回と

見直して実施する。 
 

   ３）全調査地点のセレン及びふっ素の測定項目については、これまで不検出又は環境基準

値以下であり、汚染源となる廃棄物等の撤去が完了したことから、今後も環境基準値超

過のおそれがないと認められるため、モニタリング項目から除外する。 
 

   ４） 全調査地点のダイオキシン類の測定項目については、これまで環境基準値以下であり、

汚染源となる廃棄物等の撤去が完了したことから、今後も環境基準値超過のおそれがな

いと認められるため、モニタリング項目から除外する。ただし、河川水では、降雨によ

り測定値の変動が地下水に比べて大きいため、念のため年１回調査を実施する。 
 

   ５）全調査地点の鉛及び砒素の測定項目については、これまで環境基準値以下であるが、

これまでの検出状況から、今後も環境基準超過のおそれがないと認められるため、年４

～６→１回と見直して実施する。 
 

   ６）全調査地点の生活環境項目、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の測定項目については、こ

れまでの検出状況が基準値以下であり、今後も基準超過のおそれがないと認められるた

め、回数を見直す。 

資料 ４ 
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  〔遮水壁の効果を観測する地点（現場の直下）〕 

調査地点 項   目 調査回数 変更理由 

ア－９ 

(西側斜面井戸) 

汚染指標項目 (ｐＨ、電気伝導率、塩化物イオン)  

及びほう素 
１２(変更なし) － 

ＶＯＣ ４(変更なし) － 

セレン、ふっ素 ４ → ０ ３） 

ダイオキシン類 ４ → ０ ４） 

鉛、砒素 ４ → １ ５） 

ア－１０ 

(中央谷下流斜面井戸) 

汚染指標項目及びほう素 １２(変更なし) － 

ＶＯＣ ６ → ４ １） 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ６ → ４ ６） 

セレン、ふっ素 ６ → ０ ３） 

ダイオキシン類 ６ → ０ ４） 

鉛、砒素 ６ → １ ５） 

 

  〔岩手県側からの影響を観測する地点（直近）〕 

調査地点 項   目 調査回数 変更理由 

ア－２１ (境沢県境) 

汚染指標項目及びほう素 １２(変更なし) － 

ＶＯＣ ６ → ４ １） 

1,4-ジオキサン ６(変更なし) － 

セレン、ふっ素 ４ → ０ ３） 

ダイオキシン類 ４ → １ ４） 

鉛、砒素 ６ → １ ５） 

ア－２３ 

(南側県境井戸) 

汚染指標項目及びほう素 １２(変更なし) － 

ＶＯＣ  １２ → ４ １） 

1,4-ジオキサン １２(変更なし) － 

セレン、ふっ素 ４ → ０ ３） 

ダイオキシン類 １ → ０ ４） 

鉛、砒素 ６ → １ ５） 

 

〔現場の直下及び岩手県からの影響を確認する地点の下流側〕 

調査地点 項   目 調査回数 変更理由 

ア－１１ 

(南側牧草地ため池) 

汚染指標項目及びほう素 ６ → ４ ２） 

ＶＯＣ ６～２ → １ ２） 

セレン、ふっ素 ４ → ０ ３） 

ダイオキシン類 ４ → １ ４） 

鉛、砒素 ４ → １ ５） 

生活環境項目 (ｐＨを除く）、硝酸性窒素及び亜硝酸

性窒素 
４ → １ ６） 

ア－１３ 

(牧草地湧水) 

汚染指標項目及びほう素 ６ → ４ ２） 

ＶＯＣ ４～２ → １ ２） 

セレン、ふっ素 ４ → ０ ３） 
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ダイオキシン類 ２ → ０ ４） 

鉛、砒素、 ４ → １ ５） 

生活環境項目 (ｐＨを除く)、硝酸性窒素及び亜硝酸

性窒素 
４ → １ ６） 

ア－１９ 

(杉倉川下流) 

汚染指標項目及びほう素 ４(変更なし) － 

1,4-ジオキサン ４(変更なし) － 

セレン、ふっ素 １ → ０ ３） 

鉛、砒素 ４ → １ ５） 

ア－２２ 

(熊原川飯豊橋) 

汚染指標項目及びほう素 ６ → ４ ２） 

ＶＯＣ ４ → １ ２） 

1,4-ジオキサン ４(変更なし) － 

セレン、ふっ素 ４ → ０ ３） 

鉛、砒素 ４ → １ ５） 

生活環境項目 (ｐＨを除く）、硝酸性窒素及び亜硝酸

性窒素 
４ → １ ６） 

ア－２４ 

(南側牧草地下流井戸) 

汚染指標項目及びほう素 ４(変更なし) － 

ＶＯＣ ２～４ → １ ２） 

セレン、ふっ素 ４ → ０ ３） 

ダイオキシン類 ２ → ０ ４） 

鉛、砒素 ４ → １ ５） 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ４ → １ ６） 

 

〔電気伝導率及び塩化物イオンが高い地点〕 

調査地点 項   目 調査回数 変更理由 

ア－６ 

(ラグーン脇井戸) 

汚染指標項目及びほう素 １２ → ６ ２） 

ＶＯＣ  ４ → ２ ２） 

セレン、ふっ素 ２ → ０ ３） 

ダイオキシン類 ２ → ０ ４） 

鉛、砒素 ４ → １ ５） 

ア－１４ 

(遠瀬旧水源) 

汚染指標項目及びほう素 ６(変更なし) － 

1,4-ジオキサン ４(変更なし) － 

セレン、ふっ素 ４ → ０ ３） 

ダイオキシン類 ２ → ０ ４） 

鉛、砒素 ４ → １ ５） 

ア－１７ 

(放流支川下流) 

ｐＨ、ほう素 ６(変更なし) － 

電気伝導率、塩化物イオン １２(変更なし) － 

1,4-ジオキサン ４(変更なし) － 

セレン、ふっ素 ４ → ０ ３） 

ダイオキシン類 ４ → １ ４） 

鉛、砒素 ４ → １ ５） 

ア－３１ 

(ラグーン上流西井戸) 

汚染指標項目及びほう素 ６(変更なし) － 

ＶＯＣ  ２～４ → １ ２） 
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セレン、ふっ素 ４ → ０ ３） 

ダイオキシン類 ２ → ０ ４） 

鉛、砒素 ４ → １ ５） 

 

〔岩手県側の沢筋地点〕 

調査地点 項   目 調査回数 変更理由 

ア－２０ (境沢中流) 

 

汚染指標項目及びほう素 ６(変更なし) － 

ＶＯＣ  ６ → ４ ２） 

1,4-ジオキサン ６(変更なし) － 

セレン、ふっ素 ４ → ０ ３） 

ダイオキシン類 ４ → １ ４） 

鉛、砒素 ６ → １ ５） 

 

 

  〔廃止する地点〕 

ア－１２（境沢末端） 

ア－２０及びア－２１の下流であり、これらの観測により代替可能なため、廃止する。 

ア－１８（杉倉川上流） 

バックグラウンドとしての調査地点であり、これまでも不検出の状態が続いているこ

と及び過去１０年間の調査により知見が蓄積されているため、廃止する。 

ア－３２（新水道水源） 

既往調査により、現場由来の表流水又は地下水の流域に含まれないことが判明してお

り、また、これまでのモニタリング結果によりこれが確認されているため、廃止する。 

 

②遮水壁内地下水 

   〔現場県境沿い〕ア－２５、ア－２５－２、ア－２６、ア－２７、ア－２８、ア－２９、

ア－４０、ア－４１ 

・岩手県側現場からの影響を観測するため、測定頻度を変更しない。ただし、ア－２６に

おける1,4-ジオキサンについては、昨年度新たに環境基準値を超過したことからｐＨ、

1,4-ジオキサン、塩化物イオンを年４→６回と強化する。 

 

   〔現場中央谷筋〕ア－４２、ア－４３ 

・汚染地下水の流れが集中する地点であり、地下水の状況把握のため、地下水位及び電気

伝導率の測定については年４～６回の実施から、現行の県境沿い６地点と同様の常時測

定へと強化する。その他各項目の測定頻度は変更しない。 

 

   〔現場最下流部〕ア－８、ア－３７、ア－３８、ア－３９ 

   ・カドミウム、全シアン、総水銀、ＰＣＢ、セレン、ふっ素及びダイオキシン類について

は、過去３年間に遮水壁内で環境基準値超過の無い項目であり、汚染源となる廃棄物等

の撤去が完了したことから、ア－８では廃止し、既設揚水井戸３井（ア－３７～３９）

ではこれまでどおり年１回調査を実施する。 
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   〔その他〕 

   ・今後、現場内地下水浄化対策に係る揚水開始後に把握される水質の状況及び既往データ

により、適宜、追加調査を行う地点について検討する。 

 

２ 大気質等その他のモニタリングについて 

 汚染源となる廃棄物等の撤去が完了したことから、平成２５年度で終了する。 
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平成２６年度　水質モニタリング計画表　（案）

生活環境項目
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1 堰堤下流南側No.12井戸(ア－8) 地下水 6 2→0 2→0 4 4 4 4 2→0 2→0 2 4 4 4 2 4 4 2 2 2 4 6 4 2→0 2 2 2→0 4 2 2 2→0 2 6 6 現場最下流部

2 県境－１(ア－25) 地下水 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 ※ 現場県境沿い

3 県境－２(ア－26) 地下水 4→6 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4→6 4 4 4 4 4→6 ※ 現場県境沿い

4 県境－３(ア－27) 地下水 6 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 6 4 4 4 4 6 ※ 現場県境沿い

5 県境－４(ア－28) 地下水 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 ※ 現場県境沿い

6 県境－５(ア－29) 地下水 6 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 6 6 4 4 4 4 6 ※ 現場県境沿い

7 県境－６(ア－25－2) 地下水 6 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 6 4 4 4 4 6 ※ 現場県境沿い

8 県境－７(ア－40) 地下水 4 4 4 4 現場県境沿い

9 県境－８(ア－41) 地下水 4 4 4 4 現場県境沿い

10 中央谷井戸－１(ア－42) 地下水 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4→※ 現場中央谷筋

11 中央谷井戸－２(ア－43) 地下水 6 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 6 4 4 4 4 6 6→※ 現場中央谷筋

12 揚水井戸DW1（ア－37） 地下水 6 1 1 4 4 1 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 6 4 1 1 1 4→1 4 4 4 1 4 6 6 現場最下流部

13 揚水井戸DW2（ア－38） 地下水 6 1 1 4 4 1 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 6 6 1 1 1 4→1 6 4 4 1 4 6 6 現場最下流部

14 揚水井戸DW3（ア－39） 地下水 6 1 1 4 4 1 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 6 6 6 1 1 1 4→1 6 4 4 1 4 6 6 現場最下流部

15 ラグーン脇No.8井戸(ア－6) 地下水 12→6 4→1 4→1 4→1 4→1 2 4→2 4→2 4→2 2 4→2 4→2 2 2 2 4→2 4→2 4→2 2→0 2 2 2→0 12→6 2 2 2→0 2 12→6 12→6 遮水壁影響観測

16 場内西側斜面No.15井戸(ア－9) 地下水 12 4→1 4→1 4→1 4→1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4→0 4 4 4→0 12 4 4 4→0 4 12 12 遮水壁影響観測

17 中央谷下流斜面(ア－10) 地下水 12 6→1 6→1 6→1 6→1 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→0 6→4 6→4 6→0 12 6→4 6→4 6→0 6→4 12 12 遮水壁影響観測

18 水質Ｄため池(ア－11) 表流水 6→4 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 6→1 6→1 6→1 4→1 6→1 6→1 4→1 4→1 4→1 6→1 6→1 4→0 4→1 4→1 4→0 6→4 2→1 2→1 4→1 2→1 6→4 6→4

19 水質②湧水・牧草地(ア－13) 表流水 6→4 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→0 4→1 4→1 4→0 6→4 2→1 2→1 2→0 2→1 6→4 6→4

20 水質⑥湧水・遠瀬水源(休止中)(ア－14) 表流水 6 4 4 4 4 4 4→1 4→1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4→0 4 4 4→0 6 2 2 2→0 2 6 6 放流支川等観測

21 放流支川下流(ア－17) 表流水 6 4 4 4 4 4 4→1 4→1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4→0 4 4 4→0 6 2 2 4→1 2 12 12 放流支川等観測

22 杉倉川下流(ア－19) 表流水 4 1 1 1 1 1 4→1 4→1 1 4 4 4 1 4 4 1 1 1 4 4 1→0 1 1 1→0 4 1 1 1 1 4 4 放流支川等観測

23 境沢中流(ア－20) 表流水 6 4 4 4 4 4 6→1 6→1 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6 6→4 4→0 4 4 4→0 6 4 4 4→1 4 6 6 岩手側観測

24 境沢県境(ア－21)　　　　　　 表流水 12 4 4 4 4 4 6→1 6→1 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6→4 6 6→4 4→0 4 4 4→0 12 4 4 4→1 4 12 12 岩手側観測

25 熊原川 (飯豊橋) (ア－22) 表流水 6→4 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4 4→1 4→0 4→1 4→1 4→0 6→4 4→1 4→1 4→1 6→4 6→4 放流支川等観測

26 南側県境地下水(ア－23) 地下水 12 6→1 6→1 6→1 6→1 12→4 12→4 12→4 12→4 12→4 12→4 12→4 12→4 12→4 12→4 12→4 12 12→4 4→0 4 4 4→0 12 2 2 1→0 2 12 12 岩手側観測

27 南側牧草地下流地下水(ア－24) 地下水 4 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→0 4→1 4→1 4→0 4 2→1 2→1 2→0 2→1 4 4

28 ラグーン上流西地下水(ア－31) 地下水 6 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→1 4→0 4→1 4→1 4→0 6 2→1 2→1 2→0 2→1 6 6 遮水壁影響観測

表中の数字は調査回数。「1」は8月、「2」は8,12月、「4」は5,8,10,12月、「6」は5,7,8,10,12,2月に実施(鉛（ろ液）及び砒素（ろ液）を除く)。

鉛（ろ液）及び砒素（ろ液）については、通常の分析で検出された場合のみ、メンブランフィルター（孔径0.45μｍ）でろ過した後のろ液について分析を実施。

※ア－25～25-2（No.2～7）、ア－42～43（No.10～11）の地下水位及び電気伝導率は常時監視。

注1）表流水についてはシス-1,2-ジクロロエチレンを、地下水については1,2-ジクロロエチレン（シスとトランスの和）とする。

注2）DW1～DW3（No.12～14）の年1回の測定時は、六価クロム、チウラム、シマジン、チオベンカルブを併せて実施する。
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